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岡
部
駅
北
口
の
放
置
自
転
車
を
無
く
す
現
在
の
対
応
は

対
策
は
Ｊ
Ｒ
に
て
協
議
中
、
市
は
可
能
な
限
り
協
力
し
て
い
く

福ふ
く
し
ま島　

秀ひ
で
き樹

Q　

岡
部
駅
北
口
の
、
く
る
リ
ン
バ
ス
停

周
辺
に
自
転
車
が
放
置
さ
れ
送
迎
に
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。
そ
の
対
応
は
。

A　

現
状
に
つ
い
て
は
市
で
も
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
敷
地
は
Ｊ
Ｒ
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ

に
お
い
て
岡
部
駅
北
口
の
放
置
自
転
車
対

策
を
協
議
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
市
に

お
い
て
も
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
要
請
な
ど
が
あ
れ

ば
可
能
な
限
り
協
力
し
て
い
く
。

Q　

深
谷
駅
に
は
早
朝
よ
り
、
自
転
車
整

理
員
の
方
が
い
る
が
、
岡
部
駅
周
辺
の
状

況
に
つ
い
て
は
。

A　

岡
部
駅
南
口
の
市
営
駐
輪
場
に
平
日

の
朝
７
時
か
ら
９
時
ま
で
自
転
車
整
理
員

を
配
置
し
て
い
る
。
岡
部
駅
北
口
放
置
自

転
車
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
の
敷
地

の
た
め
現
時
点
に
お
い
て
は
自
転
車
整
理

員
を
配
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

—

岡
部
駅
を
中
心
と
し
た将来

構
想
は—

Q　

将
来
的
に
駅
舎
を
橋
上
化
す
る
希
望

に
満
ち
た
構
想
が
岡
部
駅
南
口
に
記
念
碑

と
し
て
建
立
さ
れ
て
い
る
。
岡
部
駅
を
中

心
と
し
た
将
来
構
想
は
。

A　

地
区
住
民
の
皆
様
か
ら
岡
部
駅
橋
上

化
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
の
要
望
を
い
た

だ
き
、
埼
玉
県
を
介
し
て
Ｊ
Ｒ
に
要
望
を

提
出
し
て
い
る
。

Q　

良
好
な
住
環
境
の
維
持
、
保
全
に
努

め
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
岡
部
北
地
区
は

下
水
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
。

A　

岡
部
駅
北
地
区
の
下
水
道
整
備
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
４
年
度
を
予

定
し
て
い
る
。
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
該

当
自
治
会
に
回
覧
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
く
。

地
域
経
済
活
性
化
に
役
立
つ
一
般
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を

特
定
の
政
策
目
的
が
な
い
の
で
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い

鈴す
ず
き木　

三み
つ
お男

Q　

市
の
補
助
は
、
福
祉
や
環
境
対
策
な

ど
の
政
策
目
的
の
あ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
る
が
、
一
般
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

す
る
助
成
制
度
が
な
い
。
寄
居
町
や
熊
谷

市
な
ど
県
内
多
く
の
市
や
町
で
実
施
し
て

い
る
。
経
済
効
果
の
大
き
い
一
般
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
て
の

質
問
で
あ
る
。
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
の
活
用
の
現
状
は
ど
う
か
。

A　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
助
成
制
度
の

一
覧
表
（
左
下
図
参
照
）
の
と
お
り
回
答
。

Q　

空
き
家
活
用
の
た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
へ
の
助
成
は
、
考
え
て
い
な
い
の
か
。

A　

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、
空

き
家
対
策
と
し
て
一
定
の
効
果
が
期
待
で

き
る
が
、
個
人
財
産
の
た
め
、
税
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
創
設
は
困
難
で
あ
る
。

—

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
を—

Q　

補
聴
器
購
入
の
公
的
補
助
は
障
害
者

手
帳
を
持
つ
重
度
の
難
聴
者
に
限
ら
れ
る

が
、
医
療
の
問
題
と
し
て
軽
度
の
難
聴
者

に
も
補
聴
器
購
入
の
補
助
を
求
め
て
の
質

問
で
あ
る
。
聴
力
機
能
の
低
下
で
家
族
や

知
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り

に
く
い
高
齢
者
に
対
し
て
、
補
聴
器
を
購

入
す
る
費
用
の
助
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A　

市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
保
有

す
る
方
を
対
象
に
し
た
補
聴
器
を
支
給
す

る
制
度
が
あ
る
た
め
、
考
え
て
い
な
い
。

—

北
通
り
線
の
安
全
対
策
の
強
化
を—

Q　

東
方
地
内
の
北
通
り
線
で
死
亡
事
故

が
発
生
し
た
が
、
安
全
対
策
は
ど
う
か
。

A　

区
画
線
に
よ
る
路
面
標
示
も
研
究
し

て
い
く
。

櫛
引
防
風
林
に
つ
い
て
は
、
活
用
に
向
け

て
協
議
を
行
い
検
討
し
て
い
く
。

—

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
と

返
礼
品
に
つ
い
て—

Q　

現
在
ま
で
の
寄
付
金
額
と
件
数
は
。

A　

９
億
５
３
５
２
万
円
で
３
万
４
４
０

１
件
で
あ
る
。

Q　

渋
沢
栄
一
翁
大
河
ド
ラ
マ
実
現
希
望

特
定
寄
付
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A　

市
の
政
策
の
財
源
確
保
で
あ
り
、
企

画
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

深
谷
市
の
観
光
客
数
に
つ
い
て

本
市
へ
の
観
光
客
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る

富と
み
た田　

勝
ま
さ
る

Q　

渋
沢
栄
一
翁
関
連
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

と
大
き
な
観
光
資
源
を
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

A　

市
内
観
光
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

り
、
足
を
運
ん
で
も
ら
う
仕
組
み
を
構
築

し
て
い
く
。

Q　

観
光
客
数
及
び
今
後
の
目
標
は
。

A　

平
成
30
年
度
は
４
１
０
万
５
１
２
１

人
で
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
完
成
後
の
目
標
は

１
０
９
１
万
８
千
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

Q
　
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
を
セ
ッ
ト

し
た
観
光
地
周
遊
プ
ラ
ン
を
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
で
き
な
い
か
。

A　

ね
ぎ
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
を
実
験
的
に

実
施
し
た
が
、
大
変
好
評
で
あ
り
今
後
も

プ
ラ
ン
の
開
発
を
し
て
い
く
。

Q　

観
光
地
の
整
備
に
つ
い
て
、
鐘か

ね

撞つ
き

堂ど
う

山や
ま

へ
の
進
入
路
の
整
備
が
不
十
分
で
あ
る

が
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

A　

観
光
客
数
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し

て
い
く
。

Q　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
整
備

す
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
を
聞
き
た
い
。

A　

鐘
撞
堂
山
の
間
伐
と
登
山
道
や
木
柵

等
の
整
備
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、

深
谷
市
北
西
部
の
活
性
化
に
つ
い
て

特
色
あ
る
資
源
を
活
用
し
、
市
の
発
展
に
繋
が
る
よ
う
努
め
る

茂も
て
ぎ木　

一い
ち
ろ
う郎

Q　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
開
業
や
渋
沢
栄
一

翁
が
新
紙
幣
の
肖
像
に
採
用
さ
れ
た
。
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
深
谷
市
の
北
西
部
の
発
展

に
ど
の
よ
う
に
い
か
し
て
い
く
の
か
。

A　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
開
業
後
は
、

市
内
外
か
ら
約
６
５
０
万
人
の
来
訪
者
を

見
込
ん
で
い
る
。
市
は
来
訪
者
が
こ
う
し

た
施
設
を
訪
れ
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、

市
内
を
回
遊
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
資

す
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
る
。
北
西
部
地
区
は
、
道
の
駅
お
か
べ

を
は
じ
め
、
広
域
的
な
集
客
施
設
が
立
地

し
、
寄
居
Ｐ
Ａ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
開
通
や
榛
沢
通
り
線
の
整
備
が

予
定
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
網
の
整
備
が
進

め
ら
れ
地
域
に
新
た
な
人
の
流
れ
を
見
込

ん
で
い
る
。
加
え
て
歴
史
・
文
化
的
に
も

貴
重
な
渋
沢
栄
一
翁
ゆ
か
り
の
関
連
施
設

が
論
語
の
里
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
10
月
に
は
新
岡
部
公
民
館
が

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
地
域

の
皆
様
の
活
動
拠
点
、
さ
ら
に
は
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
様
々
な
活
動
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
北
西
部
地
区
は
、
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
の
発
展
可
能
性
の
高
い
地
区

で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
市
全
体
と

し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
関
係
機
関
と
の

連
携
を
一
層
深
め
て
い
く
中
で
、
各
地
域

の
特
色
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
市

を
訪
れ
る
交
流
人
口
と
い
う
分
母
を
増
や

す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
通
じ
て
北
西
部
の
多
く
の
特

色
あ
る
資
源
が
輝
き
、
活
性
化
す
る
こ
と

で
、
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

建設中の岡部公民館

岡部駅北口 鐘撞堂山への進入路

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

件数 支給金額　/円

高齢者等住宅バリアフリー改修 5件 48,466

住宅の耐震改修/資産税減額制度 0件 0

住宅の省エネ改修/資産税減額制度 0件 0

862,343,62件352修改宅住護介宅居

902,056,9件301修改宅住防予護介

高齢者住宅改修費補助事業 6件 310,000

重度身体障害者居宅改善整備事業 1件 208,000

日常生活用具給付事業(住宅改修) 1件 145,800

商工振興課 空き店舗等出店促進補助金 0件 0

建築住宅課 木造住宅耐震化補助制度(改修分) 1件 300,000

都市計画課 深谷市レンガのまちづくり条例 4件 817,500

環境課 住宅用省エネ設備設置費補助金 200件 12,000,000

他　/寄居町 住宅改修資金補助金制度 48件 5,995,000

障害福祉課

深谷市住宅リフォーム関連助成制度の一覧表　

担 当 課 助成制度の内容・名称
平成30年度　実　績

資産税課

長寿福祉課


